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第 1 0 3 回 二 科 展 被 災 地 児 童 作 品 特 別 展 示二 科 展 会 場 風 景熊 本 地 震 か ら の 復 旧 ・ 復 興 を 願 っ て

　

第 1 0 3 回 二 科 展 は 、9 月 5 日 の オ ー プ ニ ン グ セ レ モ ニ ー で 開 幕 。

翌 日 未 明 に 北 海 道 胆 振 東 部 地 震 が 起 こ る な ど 、 今 年 は 酷 暑 ・

水 害 ・ 台 風 ・ 地 震 等 の 猛 威 を 日 本 中 で 感 じ た 夏 で あ り ま し た

が 、 二 科 展 は 多 く の 来 館 者 を 迎 え 無 事 に 終 了 す る こ と が で き

ま し た 。

本 年 で 7 回 目 と な っ た 被 災 地 児 童 の 作 品 共 同 制 作 は 、 熊 本

県 阿 蘇 郡 西 原 村 立 山 西 小 学 校 の 児 童 が 、 大 好 き な ふ る さ と

の 四 季 折 々 の 美 し い 自 然 を 描 い た 作 品 が 展 示 さ れ 、 観 覧 者

に 深 い 感 銘 を 与 え ま し た 。 山 西 小 学 校 か ら は 新 川 教 頭 先 生

を 始 め 担 任 の 先 生 方 も 美 術 館 に お い で 下 さ り 、 ま た 、 村 役 場

企 画 商 工 課 か ら の お 呼 び 掛 け で 関 東 在 住 西 原 村 出 身 の 方 の

会 「 関 東 に し は ら 会 」 の 皆 様 も 作 品 の 前 に 集 合 さ れ 、 ま た 、 そ

こ で 偶 然 に も 西 原 村 出 身 の 方 と の 出 会 い が 生 ま れ る な ど 沢

山 の ド ラ マ が  繰 り 広  げ ら れ ま し た  。

4 部 門（ 絵 画 ・ 彫 刻 ・ デ ザ イ ン ・ 写 真 ） の  会  員  に よ る チ ャ リ テ ィ ー

コ ー ナ ー で は 、 被 災 地 支 援 の 義 援 活 動 や 、 絵 葉 書 を 「 絆 通

信 」 と し て 活 用 し て い た だ く な ど 、 東 日 本 大 震 災 、 熊 本 地 震 の

被 災 地 支 援 活 動 を 行 い ま し た 。

「 大 好 き な ふ る さ と 、 西 原 村 の 四 季 」 の 制 作 に あ た り

熊 本 県 阿 蘇 郡 西 原 村 立 山 西 小 学 校 　 校 長 　 東 　 光 洋

　 「 西 原 村 は 、 去 年 の 大 地 震 で 大 き な 被 害 を 受 け ま し た が 、 山 西 小 も 笑 顔 い っ ぱ い の 学 校 で す 。 」 こ れ は 、 昨 年 （ 平 成 2 9 年 ） ４ 月 、 就

任 式 で の 当 時 ６ 年 生 の 代 表 児 童 の 言 葉 で す 。 　 平 成 2 7 年 に 内 閣 府 の 経 済 指 標 ラ ン キ ン グ で 「 競 争 力 の 強 い 村 」 日 本 一 の 評 価 を 得

た 西 原 村 は 、 平 成 2 8 年 ４ 月 1 4 日 午 後 ９ 時 2 6 分 震 度 ６ 弱 の 前 震 と 、 ４ 月 1 6 日 午 前 １ 時 2 5 分 震 度 ７ の 本 震 を 含 む ３ 日 間 に ６ 回 に も お

よ ぶ 震 度 ５ 以 上 の 地 震 に よ り 、 壊 滅 的 な 被 害 を 受 け ま し た 。 そ れ は 、 子 ど も た ち の 心 身 に も 想 像 を 絶 す る 影 響 を 与 え ま し た 。

　 し か し 、 こ ん な と き だ か ら こ そ 、 人 は 「 な か よ く 」 も 「 か し こ く 」 も 「 た く ま し く 」 も な れ る こ と を 、 愛 情 あ ふ れ る 家 族 、 心 温 か い 地 域 の 方 、

そ し て 多 く の 方 々 の 物 心 両 面 の 支 援 に よ り 、 子 ど も た ち は 子 ど も な ら で は の 細 や か な 心 で 感 じ 取 っ て い き ま し た 。

　 学 校 で も 、「 山 西 復 興 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 立 ち 上 げ 、 ６ 年 生 も ５ 年 生 の 時 に 、 避 難 所 や 仮 設 住 宅 の 方 々 、 復 旧 ・ 復 興 に 係 わ る 方 々 と の

交 流 な ど 、「 復 旧 に た ず さ わ る 思 い を 知 り 、 自 分 た ち が で き る こ と を 考 え 行 動 」 し 、「 復 旧 ・ 復 興 新 聞 」 や 「 劇 プ ロ ジ ェ ク ト Ｎ ： 地 域 と つ な

が り 、 自 分 た ち に で き る こ と 」 を つ く り 村 内 外 に 発  表 ・ 発  信 し て い き ま し た 。

　 そ し て 、 ６ 年 生 と な っ た 昨 年 （ 平 成 2 9 年 ） 、 二 科 会 の 皆 様 か ら 「 山 西 復 興 プ ロ ジ ェ ク ト 」 の 集 大 成 と も な る こ の よ う な 機 会 を い た だ き

ま し た  。

　 作 品 で は 、 桜 や 赤 牛 、 紅 葉 、 冬 あ か り な ど の 西 原 の 四 季 折 々 の 美 し い 自 然 や 生 き 物 な ど を 、 校 区 の 象 徴 で あ る 俵 山 の 草 原 を ベ ー

ス に 、「 大 好 き な ふ る さ と 、 西 原 村 の 四 季 」と し て 、4 6 名 が ４ 班 に 分 か れ 、 力 強 く 表 現 し て い ま す 。

　 子 ど も た ち は 、 自 由 に の び の び 描 く こ と の 楽 し さ を 感 じ 取 り な が ら 、 ふ る さ と を 思 い 、 復 興 に 向 け た 決 意 を 新 た に 引 き 出 し て い き ま し

た 。 そ れ は 、 観 る 者 を 感 動 さ せ る 迫 力 あ る 作 品 と な り ま し た 。 二 科 会 の 皆 様 に 心 よ り 感 謝 い た し ま す 。

　 復 興 に つ い て 、「 本 当 の 復 興 は 、 西 原 村 が 、 熊 本 地 震 の 前 よ り『 す て き な 村 』 に な っ た と き で あ り 、『 あ の と き 、 み ん な が ん ば っ た ね ｡ 』

と 笑 顔 で 話 せ る と き だ と 思 い ま す 。 」と 子 ど も た ち に 語 ら れ た 方 が い ま す 。 そ の 復 興 に 向 け た 象 徴 と し て 、 こ の 作 品 は 、 本 校 玄 関 正 面 の

壁  面  に  飾 り ま す 。

作 品 制 作 に あ た り

公 益 社 団 法 人 二 科 会

　 こ の 度 は 、 先 の 熊 本 地 震 で 大 き な 被 害 を 受 け た 、 熊 本 県 阿 蘇 郡 西 原 村 立 山 西 小 学 校 ６ 年 生 を 対 象 に 、 細 や か な が ら も 、 何 ら か の

形 で 出 来 な い も の か と 考 え 、 私 達 、 公 益 社 団 法 人 二 科 会 会 員 一 同 は 、 子 供 達 と 一 緒 に 絵 画 制 作 を 通 し て 応 援 し て い く こ と に し ま し た 。

　 山 西 小 学 校 は 、 阿 蘇 外 輪 山 の 麓 に 位 置 し 、 大 変 素 晴 ら し い 自 然 に 恵 ま れ た 所 で 、 児 童 生 徒 の 数 も 少 し ず つ 増 加 傾 向 に あ る と 云 う

こ と で し た 。 子 供 達 は 礼 儀 正 し く 、 元 気 良 く 、 明 る く 、 は つ ら つ と し て 、と て も 素 晴 ら し い 学 校 だ な あ と 思 っ た の が 、 ま ず 第 １ 印 象 で し た 。

　 私 達 二 科 会 か ら は 、 本 部 の 方 か ら 理 事 ・ 監 事 ・ 事 務 局 長 ・ 評 議 員 ・ ス タ ッ フ 数 名 が ア ド バ イ ス を 行 う 中 、 子 供 達 は 初 め て の 大 き さ で

あ る ４ ０ ０  号  の  キ ャ ン バ  ス に  取  り か  か り  、 わ  ず  か ２ 日  間  で  大  作  を  完  成  さ  せ  た  の  で  す 。

　 子 供 達 は 、６ 年 間 を 通 し て 、 学 習 計 画 の 中 で 、 自 分 の 住 ん で い る 西 原 村 の 自 然 に 触 れ 、 観 察 し 、 知 識 を 深 め て い た 為 か 、 作 品 制 作 に

ス ム ー ズ に 取 り か か れ た の に は 感 動 さ せ ら れ ま し た 。

　 作 品 の 中 に 、 自 分 達 が 住 ん で い る 愛 す る 村 の 表 現 が 充 分 表 現 さ れ て い る 様 に 思 わ れ ま す 。 作 品 は 、 共 同 制 作 の 形 で 行 い ま し た の

で 、 お 互 い に 協 力 し 合 い 、１ つ の 表 現 に 向 っ て 、 飽 き る こ と な く 集 中 し 、 完 成 し た 作 品 を 見 て 、 完 成 の 喜 び と 達 成 感 を 得 て い る 様 に 感 じ

ら れ  ま し た  。

　 こ の 度 の 絵 画 制 作 を 通 し て 、 地 域 の 皆 さ ん が 、 そ れ ぞ れ の 立 場 で 、 子 供 達 の 為 に サ ポ ー ト さ れ て お ら れ る の を 痛 感 い た し ま し た 。

共 同 制 作 の 作 品 が 子 供 達 を は じ め 、 学 校 を 訪 れ る 多 く の 人 々 に エ ー ル を 送 っ て く れ れ ば 良 い と 思 い ま す 。

　 最 後 に 、 西 理 事 の ウ ク レ レ と 私 の ハ ー モ ニ カ と ピ ア ノ に よ る 伴 奏 で 、 元 気 良 く 大 き な 声 で 、 ふ る さ と の 歌 を 全 員 で 唄 っ た 後 、 私 達 全 員

と 子 供 達 全 員 が 頑 張 ろ う ！ と 励 ま し 握 手 を し て 、 終 了 し ま し た 。

（ 文 責 　 監 事 ・ 熊 本 支 部 長 　 木 戸 征 郎 ）

▲ オ ー プ ニ ン グ セ レ モ ニ ー （ テ ー プ カ ッ ト ） ▲ 山 西 小 学 校 正 門 前 に て 二 科 会 作 品 制 作 指 導 ス タ ッ フ

▲ 作 品 の 前 で 新 川 晃 英 教 頭 先 生 を 囲 ん で 記 念 撮 影
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▲ 完 成 作 品 （ 2 日 目 制 作 ） の 前 で 記 念 撮 影

阿 蘇 と 制 作 風 景 ス ケ ッ チ

二 科 会 義 援 担 当 理 事 ： 宮 村 長
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山 田 　 樹
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制 　 作 　 風 　 景

制 作  1  日 目 制 作  2  日 目

第 1 0 3 回 二 科 展 被 災 地 児 童 作 品 特 別 展 示 第 1 0 3 回 二 科 展 被 災 地 児 童 作 品 特 別 展 示

▲ 大 好 き な ふ る さ と 、 西 原 村 の 四 季 作 品 完 成

※ 二 科 会 の 先 生 た ち か ら 指 導 を 受 け な が ら 作 品 制 作



二 科 会 作 品 制 作 指 導

西 　 健 吉 ・ 宮 村 　 長 ・ 木 戸 征 郎 ・ 馬 場 一 郎

田 浦 哲 也 ・ 塙 　 珠 世

〒 1 6 0 - 0 0 2 2 　 東 京 都 新 宿 区 新 宿 4 - 3 - 1 5

　 　 　 　 　 　 　 レ イ フ ラ ッ ト 新 宿  5 0 1  号 室

T E L. 0 3 - 3 3 5 4 - 6 6 4 6  F A X. 0 3 - 3 3 5 4 - 4 7 6 8

メ ー ル ア ド レ ス  ni k a @ ni k a. o r.j p

公 式 ホ ー ム ペ ー ジ    h t t p: / / w w w. ni k a. o r.j p

公 益 社 団 法 人 　 二 科 会

制 作 ： ア ル テ ス ・ ク リ エ イ ト

第 1 0 3 回  二 科 展 被 災 地 児 童 作 品 特 別 展 示
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	103二科展_被災地児童パンフ2_表2_P1PDF用
	103二科展_被災地児童パンフ3_P2_P3PDF用
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